
平成３０年度社会資本整備総合交付金事業路面下空洞調査業務委託 

プロポーザル実施要領 

 
１．目的 

   本業務は、古賀市管理道路の車道において路面下の空洞の有無及び範囲を非破壊等にて調査・分析

することにより、道路の陥没事故を未然に防止し、安全安心な道路交通を確保することを目的とする。 

 

２． 業務概要 

（１）業 務 名 平成３０年度社会資本整備総合交付金事業路面下空洞調査業務委託 

（２）業務内容 「平成３０年度社会資本整備総合交付金事業路面下空洞調査業務委託特記仕様書」第２ 

     章より 

ア 一次調査  車道部探査（Ｌ＝６６．７４ｋｍ）、データ解析  

イ 二次調査  スコープ調査（Ｎ＝１３箇所程度）、データ解析 

（３）履行期間 契約日の翌日から平成３１年３月２２日まで 

（４）予 定 額 １２，８４１千円（消費税及び地方消費税を含む。）以内 

 

３．参加資格 

（１）古賀市一般（指名）競争入札参加資格等に関する規定（平成９年４月告示第２７号）第３条による 

平成２９・３０年度一般（指名）競争入札参加資格者名簿（測量・コンサルタント等）「建設コンサル 

タント（道路）」登録されている者であること。ただし、本件に限り、同登録の申請を本プロポーザル 

参加申込書(様式２)の提出と同時に行い、受理された者を含む（共同企業体を除く）。 

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項及び第２項に規定する者でな

いこと。 

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成１ 

１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てをしていない者。ただし、更正手続開始の 決定 

又は再生計画認可の決定が提出期限以前になされている場合は、この限りでない。 

（４）本市から古賀市指名停止措置要綱（平成１８年３月告示第４０号）に基づく指名停止を受けている 

期間中でないこと。 

（５）暴力団排除に関する特約条項第１条第１項各号に該当しないこと。 

（６）宗教活動や政治活動を主たる目的とする法人でないこと。 

（７）平成２５年度以降公示日までに完了した業務（再委託による業務の実績は含まない）のうち、以下 

に記載する「同種業務」の実績を有する者。 

同種業務の実績は、国、都道府県、政令市、市町村、特殊法人等、特別地方公共団体、地方公社等、 

公益法人が発注した業務を対象とする 

ア 同種業務：空洞探査車を用いた路面下空洞探査業務 

（８）一次調査に用いる空洞探査車を自社で保有していること。 

 

 

 

 



４．選定スケジュール 

  受託候補者の選定は、以下の日程により実施する。 

内容 日程 備考 

実施要領の公表 平成３０年１１月１６日 ホームページ 

参加希望書、質問書の提出期限 平成３０年１１月２６日１７時まで 持参又はＦＡＸ 

質問に対する回答（予定） 平成３０年１１月２９日１７時まで ＦＡＸ 

提出書類の提出期限 平成３０年１２月１１日１７時まで 持参又は郵送（必着） 

第一次審査（書類審査） 平成３０年１２月１７日  

第一次審査結果通知 平成３０年１２月１８日まで 電子メール及び郵送 

第二次審査（プレゼンテーショ

ン・ヒアリング審査） 

平成３０年１２月２５日  

第二次審査結果通知 平成３０年１２月２６日まで 電子メール及び郵送 

 ※第一次審査以降の日程は予定である。 

 

５．書類提出 

  参加事業者は、以下に定める事項に従い、必要書類を作成の上、提出期限までに提出すること。 

（１）提出期限 

平成３０年１２月１１日１７時まで（必着） 

（２）提出方法 

郵送又は持参。持参する場合の受付時間は、毎日９時から１７時まで（土・日曜日、祝日を除く。）

とする。 

（３）提出書類 

番

号 
提出書類 

部数 
要  件 

正本 副本 

１ 参加申込書（様式２） １ ６  

２ 企業の業務実績書

（様式３） 

１ ６ ・平成２５年４月１日以降の契約で平成３０年６月３０日

までに完了した以下に記載した同種業務の実績（５件以

内）。 

 同種：空洞探査車を用いた路面下空洞探査業務 

・業務内容が分かる資料及び、契約書の写しを添付するこ

と。 

３ 管理技術者経歴表

（様式４） 

１ ６ ・平成２５年４月１日以降の契約で平成３０年６月３０日

までに完了した以下に記載した同種業務の実績（５件以

内）。 

 同種：空洞探査車を用いた路面下空洞探査業務 

・業務内容が分かる資料及び、契約書の写しを添付するこ

と。 

４ 使用探査機材調書

（様式５） 

１ ６ ・探査機材１種につき１枚作成すること。 



５ 実施体制 １ ６ ・様式自由（Ａ４版１枚）。 

６ 実施方針 １ ６ ・様式自由（Ａ４版１枚） 

７ 評価テーマに関する

技術提案 

１ ６ 評価テーマ：路面下の空洞を発見するための留意点。 

・様式自由（Ａ４版２枚まで）。 

※提案内容の根拠等を説明する補足資料を提出することが

できる。なお、補足資料は提出枚数を限定しない。 

８ 工程表 １ ６ ・様式自由（Ａ４版１枚）。 

９ 見積書 １ ６ ・様式自由。 

・積算内訳は可能な限り詳細に記載すること。 

・交通誘導警備員は調査に必要な人数記載すること。 

・金額には消費税及び地方消費税を含むこと。 

（４）提出先 

〒８１１―３１９２ 福岡県古賀市駅東一丁目１番１号 

古賀市建設産業部建設課 

 

６．参加希望、質疑の受付 

（１） 参加希望、質疑に係る提出資料 

  ア 平成３０年度社会資本整備総合交付金事業路面下空洞調査業務委託 

    プロポーザル参加希望書（様式１） 

イ 質問書（様式自由） 

（２） 提出期限 

平成３０年１１月２６日１７時まで（必着） 

（３） 提出方法 

古賀市建設産業部建設課に持参、又はＦＡＸにて提出（ＦＡＸ：０９２―９４２―３７５８） 

     ※ＦＡＸの際は送信後、電話で古賀市建設産業部建設課に連絡すること 

（電話：０９２―９４２―１１１７） 

（４） 質問に対する回答 

平成３０年１１月２９日１７時までに、すべての質問に対する回答を、ＦＡＸで回答する（予 

定）。 

 

７．委託業者の選定方法 

「平成３０年度社会資本整備総合交付金事業路面下空洞調査業務委託プロポーザル選定委員会」で総

合的な評価を行い、本委託契約の交渉順位を決定する。 

（１）評価 

ア 提出書類（第一次審査）及びヒアリング（第二次審査）内容について評価を行う。 

イ 評価の結果、総合得点の最も高い事業者を受託候補者として選定する。なお、最高得点の事業者

が複数ある場合は、選定委員会の議決により選定する。 

ウ 第一次審査（書類審査） 

提案された提案書等に対し、選考委員会で第一次審査を実施し、第一次審査通過者（上位３者）

を決定する。 



なお、参加申込者が３者以下の場合、全ての者に対し第二次審査を実施することとする。 

エ 第一次審査結果通知 

第一次審査の結果は、平成３０年１２月１８日（予定）参加申込書（様式２）に記載された

担当者あてに電子メールで通知する。 

オ 第二次審査（ヒアリング審査） 

第一次審査通過者に対し、実施し、契約を締結する受託候補者を選定する。 

第二次審査はヒアリング（３０分程度）、質疑応答（１５分程度）とする。 

(ア)  ヒアリング、質疑応答 

a 審査会場への入室者は３名以内とする。 

b パソコン、プロジェクターの使用を可能とする、ただし、プロジェクターの貸出は行うが、 

パソコンは各自で用意すること。 

カ 第二次審査結果通知 

 第二次審査の結果は、平成３０年１２月２６日（予定）参加申込書（様式２）記載された担当

者あてに電子メールで通知し、後日、文書を送付する 

（２） 留意事項 

ア 受託候補者と契約に向けた交渉を行う。合意に至らなかった場合や失格事項に該当した場合は、 

次点に選定された事業者と交渉する。 

イ 評価に対する不服の申立ては、受け付けない。 

（３）評価基準 

評価項目 評価事項 配点 

 ・企業の業務実績 

  平成２５年４月１日以降の契約で平成３０年６月３０日までに 

完了した同種業務の実績（５件以内）を下記の順位で評価する。 

①同種業務の実績を５件以上有する。 

②同種業務の実績を４件有する。 

③同種業務の実績を３件有する。 

④同種業務の実績を２件有する。 

⑤同種業務の実績を１件有する。 

①５ 

②４ 

③３ 

④２ 

⑤１ 

基本事項 ・配置予定管理技術者の業務実績 

  平成２５年４月１日以降の契約で平成３０年６月３０日までに 

完了した同種業務の実績（５件以内）を下記の順位で評価する。 

①同種業務の実績を５件以上有する。 

②同種業務の実績を４件有する。 

③同種業務の実績を３件有する。 

④同種業務の実績を２件有する。 

⑤同種業務の実績を１件有する。 

①１０ 

② ８ 

③ ６ 

④ ４ 

⑤ ２ 

・配置予定管理技術者の資格 

管理技術者経歴表（様式４）に記載された資格について、下記 

の順位で評価する。 

①２ 

②１ 

③０ 



①技術士 

②ＲＣＣＭ 

③上記以外 

・配置予定管理技術者の専任性 

  管理技術者経歴表（様式４）に記載された、手持ち業務の状況 

に応じて評価する。 

①５千万円未満かつ５件未満の場合。 

②５千万円以上４億円未満または５件以上１０件未満の場合。 

③４億円以上または１０件以上の場合。 

①３ 

②１ 

③０ 

 

実施体制 ・実施体制 

業務を遂行する上でより適切な実施体制が確保されている場合 

優位に評価する。 

・専門技術者 

  業務の経験者や専門技術者を配置されている場合に優位に評価す

る。 

・品質向上 

  業務成果の品質向上（ミス防止体制等）の記載内容がより妥当で

あるものを優位に評価する。 

・セキュリティ及びコンプライアンス対策 

  セキュリティ及びコンプライアンス対策についての記載内容がよ

り妥当であるものを優位に評価する。 

・その他 

  業務を遂行する上での実施体制に関する工夫点がより妥当である

ものを優位に評価する。 

５点を上

限とする 

実施方針 ・業務理解度 

  目的、条件、内容の理解度が高い場合に優位に評価する。 

・実施手順 

  業務実施手順を示す実施フロー及び工程表がより妥当であるもの

を優位に評価する。 

・課題、留意点 

  業務実施上の課題や留意点の明確さと、その対応策についての記

載内容がより妥当であるものを優位に評価する。 

・その他 

  業務の特性を踏まえた実施方針に関する工夫がより妥当であるも

のを優位に評価する。 

１５点を

上限とす

る 

評価テーマ ・基本 

  評価テーマが明確に示されている場合、優位に評価する。 

・的確性 

  問題点、課題、留意点等が適切かつ論理的に整理されており、本

４０点を

上限とす

る 



業務を遂行するにあたって有効性が高い場合に優位に評価する。 

  関連する技術基準等に基づく解析手法、検討手法の提案があり、

本業務を遂行するにあたって有効性が高い場合に優位に評価する。 

・実現性 

  提案内容に説得力があり実現性が高い場合に優位に評価する。 

  提案内容の実現性を裏付ける手法、方法の実績等が明示されてい

る場合に優位に評価する。 

  業務の特性に応じた適切な解析手法、検討手法の提案がある場合

に優位に評価する。 

  業務の難易度に応じた高度な解析手法、、検討手法の提案がある場

合に優位に評価する。 

ヒアリング ・業務に対する技術力や理解度 

  業務を実施するために必要な技術力等が確認でき、業務の目的 

や内容又は、提案内容を把握しており、質問に対して適切な回答、 

技術的根拠に基づく説明ができる場合に優位に評価する。 

２０点を

上限とす

る 

参考見積 ・見積書の妥当性 

・見積額 

数値化し

ない 

 

８．失格事項 

次のいずれかに該当する場合は、失格とする。ただし、市長が特別な事情があると認める場合は、こ

の限りでない。 

（１）本実施要領で定めた提出書類の提出期限、提出先、提出方法、要件に適合しない場合。 

（２） 参加資格を満たさなくなった場合。 

（３）見積書の金額が予定額を超過した場合。（消費税及び地方消費税を含む。） 

（４）提出書類及びヒアリングにおいて、虚偽の記載、提案があった場合。 

（５）審査結果に影響を与えるような不正行為を行った場合。 

（６）その他本実施要領に違反すると認められた場合。 

 

９． その他の留意事項 

（１）本プロポーザルに要する費用は、すべて参加者の負担とする。 

（２）本手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本の通貨に限る。 

（３）提出書類等は、返却しない。 

（４）提出期限以降における提出書類の差替え及び再提出は、認めない。 

（５）提出された書類は、選定を行う作業に必要な場合に複製を作成することがある。 

（６）提出された書類は、提案者に無断で、提案の審査以外の目的で使用しない。 

（７）本プロポーザルにかかる情報公開請求がある場合は、古賀市情報公開条例（平成１１年条例第５号） 

に基づき提出書類を開示することがある。 

（８）追加資料の提出を依頼する場合がある。 

（９）電子メール等の通信事故については、古賀市はいかなる責任も負わない。 

 



１０．問い合わせ先 

古賀市建設産業部建設課土木係 

電 話：０９２―９４２―１１１７（直通） 

ＦＡＸ：０９２－９４２－３７５８ 

E-Mail： k-doboku@city.koga.fukuoka.jp 

担 当：髙原 


